
単 位 互 換 
 

１．「大学コンソーシアムやまがた」の包括協定に基づく単位互換 

 

単位互換に関する包括協定書 
 

 この協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，相互の交流と協力を振

興し，教育研究の活性化及び教育課程の充実を図りつつ，学生に多様な教育を提供すること

を目的とし，次により単位互換を行うことに合意する。 

 

（対象学生） 

第１条 本協定による単位互換制度の対象となる学生は，本協定に参加する各大学に在学す 

る学生とする。 

 

（受入学生の呼称） 

第２条 本協定に基づき，各大学が受け入れる他大学の学生は，単位互換履修生と称する。 

 

（受入学生数） 

第３条 各大学が受け入れる単位互換履修生の数は，受入大学が決定する。 

 

（履修方法） 

第４条 単位互換履修生の科目登録，単位の認定等の履修方法については，受入大学の規則 

の定めるところによる。 

 

（授業料等の費用） 

第５条 単位互換履修生の受入に係る検定料，入学料及び授業料は徴収しない。ただし，放 

送大学が受け入れた単位互換履修生及び放送大学の全科履修生で放送大学以外の大学が受 

け入れた単位互換履修生の授業料については，受入大学の定めるところによる。 

 

（運営組織） 

第６条 本協定書に基づく単位互換を円滑に実施するため，本協定に参加するすべての大学 

の代表者による運営組織を設ける。 

 

（改廃） 

第７条 本協定に参加する大学の変更及び本協定書の改廃については，学長間の協議による 

ものとする。 

 

（その他） 

第８条 本協定書に定めるもののほか，単位互換の実施に関する細目は，覚書により別に定 

める。 

 

附 則 この協定は，平成18年４月１日から施行する。 

 



単位互換実施に関する覚書 
 
 

「単位互換に関する包括協定書」による単位互換については，下記の事項に基づいて実施する。 

 

（授業科目の範囲） 

１ 本協定に参加する各大学（短期大学・高等専門学校を含む）は，各年度ごとに，単位互

換履修生が履修できる授業科目を単位互換科目として指定する。 

 

（単位数） 

２ 単位互換履修生が修得できる単位数は，学生の所属する大学において認められた単位数

以内とする。 

 

（履修期間） 

３ 単位互換履修生の履修期間は，当該学生が履修する単位互換科目の開設期間とする。 

 

（履修開始年次） 

４ 単位互換履修生として履修を開始できる年次は，１年次以上とする。ただし，高等専門 

 学校においては，４年次以上とする。 

 

（時間割） 

５ 単位互換科目の時間割は，受入大学の時間割に従うものとし，特別の時間割は組まない。 

 

（学生数） 

６ 各大学が受け入れる単位互換履修生の数は，授業に支障のない範囲とし，必要に応じ各 

大学間で調整を行い,受入大学が決定する。 

 

（受入手続） 

７ 単位互換履修生の受入手続きは，次のように行なうものとする。 

⑴開設される単位互換科目のシラバス及び時間割は，完成後速やかに，各大学に通知する。 

⑵派遣大学は，各学期ごとに履修希望学生の履修願を取りまとめ，受入大学に申請する。 

⑶受入大学は，派遣大学へ受入許可の決定通知を行うとともに，派遣大学を通じて履修希 

望学生に受入許可書を交付する。 

 

（成績評価及び単位の授与） 

８ 単位互換履修生の成績評価及び単位の授与については，受入大学の定めるところにより 

実施する。ただし，両大学の試験日が重複した場合には，派遣大学の授業科目について， 

追試験等の措置を講じるものとする。 

 

 

 



（成績の通知及び単位の認定） 

９ 受入大学は，派遣大学に対し，単位互換履修生の単位互換科目の単位授与に係る合否並

びに成績評価の結果を通知し，派遣大学は，受入大学の通知に基づき，単位の認定を行う

ものとする。 

 

（単位互換履修生に係る通知等） 

10 単位互換履修生に休学または退学等の異動があった場合には，派遣大学は速やかに受入

大学に通知する。また，授業等に係る単位互換履修生への諸連絡事項については，受入大

学が派遣大学へ通知することとし，両大学で周知する。 

 

（施設の利用と規則の遵守） 

11 履修上必要とする施設・設備の利用については，受入大学の定めるところにより便宜を

供与するものとし，単位互換履修生は，受入大学の規則等を遵守するものとする。 

 

（各大学の内規） 

12 本協定に参加する各大学は，本協定及び本覚書に則り，各大学ごとに単位互換を実施す

るにあたって必要な細目を内規として定める。 

 

（運営組織） 

13 本覚書に定めるもののほか，本協定の実施に関し必要な事項は，運営組織における協議

により定める。 

 

（その他） 

14 本覚書は，本協定に参加する各大学の合意の下に，必要に応じて見直すことができる。 

 

附 則 この覚書は，平成18年４月１日から施行する。 

 

附 則 この覚書は，平成20年４月１日から施行する。 

 

 

 

 



山形大学における単位互換実施に関する規程 
                       (平成20年4月1日)  

 
 目次 

第１章 総則(第１条) 

第２章 受入(第２条－第５条) 

第３章 派遣(第６条－第10条) 

第４章 放送大学との単位互換(第 11条・第12条) 

第５章 雑則(第 13条・第14条) 

附則 

 

第１章 総則 

(趣旨) 

第１条 「単位互換に関する包括協定書」による単位互換を円滑に実施するため，山形大学(以

下「本学」という。)における規程を定めるものとする。 

第２章 受入 

(単位互換履修生の身分) 

第２条 本学が受入れる単位互換履修生の身分は，特別聴講学生とする。 

(単位互換科目の範囲と指定) 

第３条 単位互換科目は，本学で開講される基盤教育科目及び各学部で開講される専門教育

科目とする。単位互換科目として提供する授業科目は，基盤教育科目にあっては山形大学

基盤教育院，専門教育科目にあっては開講する各学部が指定するものとする。 

(受入学生数) 

第４条 本学において開講する単位互換科目に受入れる単位互換履修生の数は，原則として

１授業科目につき５名以内とする。ただし，履修可能な受入れ人数については，当該授業

科目の担当教員の判断による。 

(履修手続き及び成績評価) 

第５条 本学において開講する単位互換科目の履修手続き及び成績評価に関しては，本学の

諸規則に基づき実施する。 

第３章 派遣 

(単位互換履修生の範囲) 

第６条 単位互換制度の対象となる学生は，人文学部，地域教育文化学部，理学部，医学部，

工学部及び農学部の各学部に在籍する学生とし，大学院に在籍する学生を除くものとする。 

(履修開始年次) 

第７条 単位互換履修生として履修を開始できる年次は，１年次以上とする。 

(修得できる単位数) 

第８条 本学から派遣する単位互換履修生が履修登録して修得できる単位互換科目の単位数

は，各年度ごとに８単位以内，当該学生の在学期間を通じて24単位以内とする。 

 

 

 



(成績の評価) 

第９条 本学から派遣した単位互換履修生が他大学等において履修した授業科目の成績は，

「認定」として累加記録簿に記載する。 

(単位の取扱い) 

第 10条 本学から派遣した単位互換履修生が他大学等において修得した単位の取扱いは，各

学部が定める。 

第４章 放送大学との単位互換 

(派遣) 

第 11条 本学から放送大学に派遣する単位互換履修生の授業料については，放送大学の定め

るところによる。 

(受入) 

第 12条 本学が放送大学から受入れる単位互換履修生は，学部全科履修生に限るものとし，

その授業料については，本学が別に定めるところにより徴収する。 

第５章 雑則 

(業務の所管) 

第13条 本協定に基づく単位互換の所管業務は，小白川キャンパス事務部において担当する。 

(その他) 

第 14条 この規程の見直しは，山形大学学生委員会において審議の上，学長が決定する。 

附 則 

この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成20年７月30日から施行し，平成20年７月１日から適用する。 

附 則 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の山形大学における単位互換実施に関する規程の規定は，平成29年度入学者から

適用し，平成28年度以前の入学者については，なお従前の例による。 



２．５大学間単位互換 

 

 山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学の 
各工学部間における学生の単位互換に関する覚書 

 

 この覚書は，山形大学，群馬大学，徳島大学，愛媛大学及び熊本大学（以下「５大学」と

いう。）の間での「教育・研究の交流に関する協定書」が平成８年11月 21日に締結されたこ

とに伴い，５大学工学部及び工学系の大学院研究科（以下「工学部等」という。）間における

学生の単位互換を行うに当たっての必要な事項を定める。 

記 

（派遣時期等の協議） 

１ 単位互換を行う授業科目とそのシラバス，大学院で行う研究指導の内容，派遣の時期，  

派遣学生数，受入学生数等の協議は，実施前年度に５大学工学部長会議を開催して行い， 

派遣又は受入学生の選考等の詳細については，派遣大学工学部等と受入大学工学部等で行 

う。 

 

（派遣手続き及び受入手続） 

２ 当該大学の学則等の規定による学長の派遣願及び受入許可は，派遣大学工学部等と受入 

大学工学部等との事前協議の結果に基づき行うものとし，その事前協議は派遣及び受入予 

定日の１か月前までに完了しなければならない。 

 

（学生の派遣の願出） 

３ 派遣を希望する学生は，別紙様式第１号又は第２号の５大学工学部等学生交流派遣願を 

派遣を希望する学期の始まる２か月前までに提出しなければならない。 

 

（学生の身分） 

４ 受入大学工学部等における学生の身分は，学部学生の場合は「特別聴講学生」とし，大 

学院学生で授業科目を履修する者にあっては「特別聴講学生」，研究指導を受ける者につい 

ては「特別研究学生」とする。なお，これらの学生を以下「派遣学生」という。 

 

（学生証の発行） 

５ 受入大学工学部等が受入れを許可した場合は，学生証を発行する。 

 

（履修できる授業科目） 

６ ５大学工学部等において履修できる授業科目は，専門教育科目とし，実施前年度の 12 

月までに公表する。 

 

（履修期間） 

７ ５大学工学部等において履修できる期間は，原則として１年以内とする。ただし，特別 

な理由がある場合は，協議の上，更に１年を限り延長することができる。 

 



（成績評価） 

８ 受入大学工学部等は，当該大学の学則等の規定により受入学生の成績評価を行い，別紙 

様式第３号の５大学工学部等派遣学生（特別聴講学生）単位修得報告書により派遣大学工 

学部等に報告する。 

 

（単位の認定） 

９ 派遣大学工学部等は，前項の報告に基づき，単位の認定を行う。 

 

（研究指導の終了報告） 

10 派遣学生のうち特別研究学生は，所定の研究が終了したときは別紙様式第４号の５大学 

工学部等派遣学生（特別研究学生）研究終了報告書を受入大学の工学研究科長等に提出し 

なければならない。 

 

（派遣大学への報告） 

11 受入大学の工学研究科長等は，前項の報告に基づき派遣大学の工学研究科長等に別紙様 

式第５号の５大学工学部等派遣学生（特別研究学生）研究指導報告書により研究指導の終 

了の報告をする。 

 

（授業料等） 

12 受入大学における検定料，入学料及び授業料は，徴収しない。ただし，実験，実習等に 

関する費用は徴収することがある。 

 

（施設等の利用） 

13 派遣学生は，受入大学の施設・設備を当該大学の学生と同様に使用することができる。 

 

（学則等の違反者の措置） 

14 受入大学工学部等は，派遣学生が当該大学の学則等に違反したときは特別聴講学生又は 

特別研究学生としての身分を取り消すことができる。この措置を講じたときは速やかに派 

遣大学工学部等に通知しなければならない。 

 

（学生の異動通知） 

15 派遣大学工学部等は，派遣学生に休学，退学等の許可又は処分を行ったときは，速やか 

 に受入大学工学部等に通知しなければならない。 

 

（覚書の改廃） 

16 この覚書の改廃は，５大学工学部長会議の議を経なければならない。 

 

（実施日） 

17 この覚書に基づく学生の単位互換は，平成11年４月１日から実施する。 

 



 

 



学生生活案内 
 

※建築・デザイン学科２年次以降の小白川キャンパスにおける各種連絡手続の窓口等につ 

いては，２年次の年度始めにお知らせします。 

 

Ⅰ．学生生活の心得 

 １．自動車・バイクによる通学の自粛 

米沢キャンパス構内への自動車・バイクの乗入れは，騒音による授業等の妨げにもな

るため自粛してください。なお，自動車による通学は，駐車場も少ないため，構内駐車

許可申請により特に許可された場合を除き禁止します。 

小白川キャンパスでは，学生の自動車の乗り入れを禁止しています。 

２．掲 示 板 

皆さんへの通知・連絡・呼出し等は，すべて掲示によって行われますので，掲示板は

毎日注意して見る習慣をつけ，重要な掲示を見逃して自己に不利益な結果を招くことの

ないよう心がけてください。 

○米沢キャンパスの掲示板は，５号館１階ピロティに設置してあります。 

  ○小白川キャンパスの学生のための工学部からの連絡は，学生センター西側入口外の工

学部掲示板に掲示します。 

３．掲示・ポスター等 

米沢キャンパスでは掲示・ポスター等は，事前に工学部学生支援担当に届け出て許可

を受けた後，学生用掲示板（４号館１階）に掲示して下さい。それ以外の場所には掲示

してはいけません。また，期限を過ぎたものは速やかに取り除いてください。 

なお，小白川キャンパスにおける掲示板の利用方法については，基盤共通教育案内を

ご覧ください。 

４．喫煙 

キャンパス内は，決められた場所以外は全面禁煙となっています。喫煙できる場所で 

も，他の人への迷惑にならないよう十分気を付けてください。 

５．交通事故について 

本学部では学生が当事者となった交通事故が毎年多数発生しており，特に死亡事故等

の悲惨な人身事故も毎年数件発生しています。ひとたび事故が起こると，学業への支障

ばかりでなく，精神的・経済的にも多大な負担が生じます。 

 自動車，バイク等を運転する際は，自己本位の姿勢は捨て，交通ルールを厳守すると

ともに，無謀な運転は厳に慎み，安全運転を心がけてください。 

 また，交通事故の当事者となった場合は，被害者側，加害者側の如何にかかわらず，

直ちに事故状況届を工学部学生支援担当に提出してください。帰省先等で発生した事故

についても同様に提出してください。（届出用紙は工学部学生支援担当及び小白川キャ

ンパス学生センター学生企画担当にあります。小白川キャンパスの１年次学生について

は，学生センター学生企画担当に提出してください。） 

６．その他 

日頃の学生生活において，警察に検挙（交通法規違反等を含む）された場合は，速や



かに工学部学生支援担当に届けてください。（届出用紙は工学部学生支援担当及び小白

川キャンパス学生センター学生企画担当にあります。小白川キャンパスの１年次学生に

ついては，学生センター学生企画担当に提出してください。） 

 

Ⅱ．授業料について 

１． 授業料の納付方法 

授業料は，希望に応じて以下の４つのパターンから選択して口座振替により納付 

してください。この方法は，本学指定の銀行口座（学生本人または保護者名義）を届け

ていただき，選択されたパターンに応じて本学の指定日にその口座から引き落としによ

り納付していただくものです。申込手続は，所定の依頼書により直接銀行・郵便局に届

け出をしてください。当該預貯金口座を変更する場合も同様の手続を行ってください。 

なお，変更手続きは，学期開始の前々月末までに行わなければなりません。 

   預貯金口座への入金は，遅くとも預金引落月の20日頃までにお願いします。 

  (1) 年１回払い       １年間分（前期＋後期）の授業料を４月に口座振替 

(2) 年２回払い       前期を４月，後期を10月に口座振替 

(3) 年10回均等払い     前期を４月～８月，後期を10月～２月に口座振替 

(4) 年10回ボーナス併用払い 年10回払いで前期を８月，後期を１月にボーナス分を加

算して振替 

２．授業料の免除について 

  授業料の納付が困難な場合に，願い出により選考の上，前期・後期毎に，その期の授

業料の全額又は半額を免除する制度があります。 

経済的理由による免除：経済的理由等によって授業料の納付が困難であり，かつ，学

業成績優秀と認められる者 

特別な事情による免除：授業料の納期前６ヶ月（新入学者については１年）以内にお

いて，学生の学資を主として負担している者が死亡し，又は

学生若しくは学資負担者が風水害等の被害を受け授業料の納

付が困難と認められる場合 

授業料の免除等に関する諸手続は，米沢キャンパスでは工学部学生支援担当（学生サ

ポートセンター①番窓口）で，小白川キャンパスの１年次学生については，学生センタ

ー奨学担当で取り扱います。 

 （注意事項） 

○ 申請手続き，提出書類，期日等については，その都度掲示により周知しますので注 

意してください。 

○ 授業料の免除の願い出をした者は，判定結果の通知があるまで，授業料を納付しな

いでください。 

 

Ⅲ．奨学制度について 

※履修地が小白川キャンパスの学生は，基盤共通教育案内をご覧ください。 

１．日本学生支援機構 

手続きは，工学部学生支援担当（学生サポートセンター①番窓口）で行います。その

 



都度掲示により指示しますので注意してください。 

詳細については，「学生生活ハンドブック」の 奨学金についての項目を参照してくだ

さい。 

２．その他の奨学団体 

地方公共団体等の奨学生募集は，大学を経由するもの以外に，公報などで周知し本人

から直接出願させるものなどがあります。募集通知があり次第，その都度掲示しますの

で注意してください。 

 

Ⅳ．諸手続きについて 

※小白川キャンパスの１年次生は，基盤共通教育案内をご覧ください。 

１．学生証について（工学部学生支援担当） 

・学生証は，入学当初のオリエンテーション時に配布し、４年間有効です。 

  ・学生証は，学生としての身分を証明する重要なものですから必ず携帯してください。 

   定期試験の時は学生証がないと受験できなくなります。 

  ・出席管理も学生証で行います。 

・学生証は卒業，退学，除籍又は有効期間が経過した場合は，直ちに返納してください。 

・学生証を紛失したとき又は使用に耐えなくなったときは，速やかに再発行願を提出し

てください。 

２．諸証明書の発行について 

証明書の発行は，自動発行機によるものを除き，原則として申込日の２日後に行いま

す。 

なお，証明書自動発行機により発行する証明書は，在学証明書，学業成績証明書，卒

業見込証明書，学割証及び健康診断証明書です。 

⑴ 学生旅客運賃割引証（学割証）……自動発行機 

年間１人当たりの発行枚数に限度（年間10枚）がありますから有効に使用してくだ

さい。なお，他人に譲渡したり，不正に使用したりしないでください。また，乗車券

の購入及び旅行の際は，必ず学生証を携行してください。 

⑵ 列車の通学証明書（工学部学生支援担当） 

    列車の通学証明書を必要とする者は，学生証を持参し，申し出てください。 

  ⑶ 健康診断証明書……自動発行機 

    ４月の定期健康診断を受診した場合は自動発行機で受け取れます。 

  ⑷ 在学証明書……自動発行機 

  ⑸ 学業成績証明書……自動発行機 

  ⑹ 単位修得証明書（工学部教育支援担当） 

交付願に所要事項を記入し，窓口で申し込んでください。 

⑺ 卒業見込証明書……自動発行機 

３．諸届出について 

⑴ 住所変更届について（工学部学生支援担当） 

  現住所を変更した場合は，速やかに届け出てください。 

⑵ 転籍，改姓及び改名（保証人も含む）について（工学部学生支援担当） 

 



転籍，改姓及び改名した場合は，戸籍抄本を添えて20日以内に届け出てください。 

⑶ 保証人（住所）変更について（工学部学生支援担当） 

保証人又は保証人の住所が変更になった場合は，保証人（住所）変更届を提出して

ください。 

⑷ 欠席届について（工学部教育支援担当） 

病気，忌引き，教育実習，インターンシップ等の理由で授業を欠席する場合は，所 

定の用紙にその事由を記入し，証明する書類等を添えて，授業担当教員に届け出てく

ださい。 

 ４．転学科・転学部・休学・復学・退学・除籍について 

⑴ 転 学 科（工学部教育支援担当） 

転学科を希望する者は，転学科願を保証人連署の上，学科長及び指導（アドバイザ

ー）教員の許可を得たうえで提出してください。 

願い出の受付は，転学科時期の前学期（２学期終了時及び４学期終了時）の１月20

日から１月末日までとなっています。 

 なお，詳細は教育支援担当で確認してください。 

⑵ 転 学 部（工学部教育支援担当） 

転学部を希望する者は，転学部願を保証人連署の上，学科長及び指導（アドバイザ

ー）教員の許可を得たうえで提出してください。 

 願い出の受付は，転学部時期の前学期（２学期終了時及び４学期終了時）の１月20

日から１月末日までとなっています。 

なお，詳細は教育支援担当で確認してください。 

⑶ 休 学（工学部学生支援担当） 

病気その他の理由で２ヶ月以上修学できない場合は，願い出により休学することが

できます。休学しようとする者は，休学願を保証人連署の上，指導（アドバイザー）

教員の許可を得たうえで提出してください。病気の場合は、医師の診断書を添付して

ください。 

 休学期間は１ヵ年以内です。ただし，特別の理由により引き続き休学する場合は，

改めて願い出なければなりません。（期間を延長する場合は，休学期間満了前に休学

願を改めて提出してください。）なお，休学期間は通算して３年を超えることはでき

ません。また，休学期間は在学期間に算入しません。 

学期開始の月の末日（前期は４月30日，後期は10月31日）までに休学を許可された

場合は，月割計算によって休学する翌月から復学する前月までの授業料は免除されま

す。 

したがって，学期開始の月の末日後に休学が許可された者は，全額納付しなければ

なりません。 

⑷ 復 学（工学部学生支援担当） 

休学期間中にその理由が消滅した場合は，復学願を保証人連署の上，指導（アドバ

イザー）教員の許可を得たうえで提出してください。なお，休学期間満了に伴う復学

の場合には，休学期間満了前に復学届を提出してください。 

 

 



⑸ 退 学（工学部学生支援担当） 

退学しようとする者は，退学願を保証人連署の上，詳細な理由を記入し，指導（ア

ドバイザー）教員の許可を得たうえで提出してください。 

 退学する場合には，その納期に属する授業料は納付しなければならないので，授業

料納付月の当初（前期は４月１日，後期は10月１日）から退学を希望する場合は，授

業料納付前月末（前期は３月末日，後期は９月末日。末日が土・日・祝日となった場

合はその前日）までに願い出てください。 

 また，退学する者は学生証を返納しなければなりません。 

  ⑹ 除 籍 

在学期間が修業年限の２倍を超えた者，病気その他の理由で，成業の見込みがない

と判断された者は除籍されます。 

 また，授業料の納付を怠り，督促を受けてもなお納付しない者も除籍されます。 

なお，他にも学則の定めるところにより,除籍の措置が取られることがあります。 

 

Ⅴ．健康管理について 

※ 小白川キャンパスにおいては，基盤共通教育案内をご覧ください。 

  よりよい学生生活の基盤は何といっても健康です。また，意欲的な学業修得の第一条件

も，心身ともに健康でなければなりません。それを全うするためには，自分の心身に日々

留意し，あらゆる機会と施設を利用して，常に自分の健康は自分が進んで保持し，増進す

るよう心がけることが健康管理の第一歩であり，一番大切なことです。 

１．保健管理室 

保健管理室では，日常の軽いけがや大学内における正課，課外活動中，またはその他

において負傷または急病等不時の疾病の場合，開室中であればいつでも診療や応急処置

を行いますので利用してください。 

２．健康診断 

  ⑴ 定期健康診断 

学生の定期健康診断は，学校保健安全法に基づき毎年４，５月に行い，注意を要す

るものについては精密検査を実施し，療養に関する注意や適切な助言指導を行ってい

ます。 

健康は，自分でつくり出すものであるという認識にたって，病気の予防，早期発見

のために，積極的に健康診断を受診してください。 

 定期健康診断を受診しないと，就職等に必要な健康診断証明書は発行できません。 

⑵ 学校医（専門医）による健康相談 

内科，眼科，精神科の各科目について，毎月1～２回，学校医が学生の健康相談に

応じています。詳しい日時は，前もって掲示板に掲示します。 

⑶ スポーツ関係者健康診断 

    対外試合出場学生等に対して，随時行います。 

３.飲酒について 

アルコールの多量飲酒や、未成年飲酒は、がん等臓器障害やアルコール依存症、さら

には暴力や飲酒運転にもつながるかもしれません。 

 



本人のみならず、家族や大学にも深刻な事態をもたらす、お酒にまつわるさまざまな

問題をきちんと理解してください。 

・ お酒は20歳になってから 

・「いっき飲み」は絶対にしない・させない 

・ 体調の悪いときや服薬中は飲まない 

・ 飲んだら、車・バイク・自転車を絶対に運転しない 

 

Ⅵ．学生相談室について 

※小白川キャンパスにおいては、基盤共通教育案内及び学生生活ハンドブックをご覧くだ  

さい。 

工学部では，学生の心の悩み，学習上の悩み，またはセクシュアル・ハラスメントやキ

ャンパス・ハラスメントの問題について気軽に相談してもらうことを目的に学生相談室を

設けております。あなたの問題解決の第一歩として是非利用ください。相談の秘密は厳守

されます。 

場所は，保健管理室内にあります。お気軽にお尋ねください。相談室のホームページに

は自分でするメンタルヘルスチェックもあります。 

 

窓口：〒992-8510 米沢市城南４－３－16 

山形大学工学部 保健管理室 電話：0238-26-3034 

   ＨＰアドレス http://www2.yz.yamagata-u.ac.jp/student/counsel/index.html 

 

Ⅶ．学生教育研究災害傷害保険及び学研災付帯賠償責任保険について 

  保険請求の手続きは，米沢キャンパスでは保健管理室で，小白川キャンパスでは学生セ 

ンター学生企画担当で行っています。 

 詳細については「学生生活ハンドブック」を参照してください。 

 

Ⅷ．就職について 

就職を希望する学生には，小白川キャンパスキャリアサポートセンター（学生センター

内）、米沢キャンパスキャリアサポートセンター（５号館２階）及び各学科において就職支

援を行っています。 

小白川キャンパスキャリアサポートセンターホームページ 

  （http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/employment/） 

米沢キャンパスキャリアサポートセンターホームページ 

（http://www2.yz.yamagata-u.ac.jp/career/career_index1.html） 

 

Ⅸ．図書館の利用について 

  米沢キャンパス内に工学部図書館が設けられています。貸出しを希望する場合には学生 

証を提示して利用してください。 

     利用時間  平  日     ８：45～22：00 

           土 曜 日     ９：00～17：00 

           日・祝日     13：00～17：00 

 



   ただし，学生の休業期における期間中は平日のみで，８：45～17：00です。 

   ＨＰアドレス http://www.lib.yamagata-u.ac.jp/ 

※ 小白川図書館については、学生生活ハンドブックをご覧ください。 

 

Ⅹ．厚生施設  

※小白川キャンパスにおいては，学生生活ハンドブックをご覧ください。 

学生の憩いの場，学生相互間，学生と教職員との親睦を図るための施設として工学部会

館があります。また，大学生活協同組合が経営している食堂，購買部等があります。 

〈工学部会館使用心得〉 

⑴開館時間 

   平日：９時から20時まで。 

   ただし，春季，夏季及び冬季休業期間は，17時までです。 

  ⑵休 館 日 

   土曜日，日曜日，国民の祝日及び年末年始（12月28日から１月４日まで）。 

 

XI．課外活動 

本学部は，学生全員が会員となる学友会があり，正課のほかに諸君の人格を高め情操豊

かな社会人を育成するため，各種の運動部，文化部，研究会等があります。進んで課外活

動に参加し，課外活動を通して，各自の自主的創造的能力を発揮して，社会性（規律遵守，

責任感，指導力と協調性，礼儀，奉仕の精神）をもった教養豊かな人となることを希望し

ます。なお，課外活動を行うに当たっては，正課の妨げにならない範囲で，常に規律正し

く，責任ある行動をしなければなりません。 

〈サークル活動〉 

 本学部には多くのサークルが組織され，多数の学生が参加し活動しています。また，近

くの大学と交流をはかり成果を上げています。なお，サークルの結成・継続のためには、

各サークルの責任者は以下のような諸手続きや，物品の管理，部屋の清掃等責任をもって

行うことになっていますから，部員は自主的に協力してください。 

 ⑴ 新規にサークルを結成するときは，サークル登録届を工学部学生支援担当（学生サポ

ートセンター①窓口）（小白川キャンパスにおいては，学生センター課外活動担当）に

提出後，登録団体として１年以上活動した後，サークル結成願と活動報告書を学生支援

担当に提出してください。 

⑵ サークルを継続する場合は，毎年４月末までにサークル継続届を工学部学生支援担当

に提出してください。期限までに届け出ないサークルは，廃止とみなします。ただ 

し，サークル結成の登録を届け出てから３月末時点で１年未満の登録団体についてはこ

の限りではありません。また，サークル（会）員の変更等があった場合は速やかに届け

出てください。 

※ なお，サークルの結成・継続の基準及び作成が必要な様式等については，以下のホー

ムページから，「サークル結成とその基準」及び関係書類をダウンロードしてご確認く

ださい。（ http://www.yamagata-u.ac.jp/jp/life/club/procedure/ ） 

⑶ 学外において，合宿・試合等クラブ活動を行う場合は，顧問の承認を得たうえで工学

 



部施設外課外活動届を工学部学生支援担当へ提出してください。 

⑷ 施設使用について 

○米沢キャンパスにおける体育館，課外活動施設，武道館，テニスコート，グランドの

借用については，使用する前月の20日（休みの場合は休み明け）８時30分以降に工学

部学生支援担当に申し込み許可を受けてください。 

○備品等の借用を希望する場合は，所定の用紙に記入し学生支援担当に申し込み借用の

許可を受けてください。 

※ 米沢キャンパス課外活動共用施設，体育館等の使用心得は後頁を参照してください。 

※ 小白川キャンパスにおける課外活動施設利用等については、学生センター課外活動

担当へお問い合わせください。 

 

XII．アルバイト求人について 

 １．企業からのアルバイト求人については，山形大学生活協同組合（生協）が行っており，

以下のＨＰで紹介を行っています。 

 また，携帯電話からの閲覧も可能です。 

 アルバイトを申込む前に，注意事項をよく読んでください。 

ＨＰアドレス http://blog.yamagata.u-coop.or.jp/arbeit/ 

２．米沢キャンパスにおける個人からの申込みによる家庭教師のアルバイト求人は，工学

部学生支援担当（学生サポートセンター①番窓口）で紹介を行っています。 

 

XIII．アパート等の紹介について 

アパートなどの紹介は，山形大学生活協同組合（生協）で行っています。 

なお，工学部学生寮（白楊寮）は，経年による老朽化に伴い建て替えを検討しており， 

現在は入寮募集を行っておりません。 

※ 小白川キャンパスの学生寮については，学生生活ハンドブックをご覧ください。 

 

XⅣ．そ の 他 

 (1) 火災防止 

  ① 火災防止については特に注意を払い，災害の起こらぬよう心がけてください。 

  ② 設備に不完全な点を認めた場合は，直ちに警務員室又は施設管理に連絡してくださ

い。 

  ③ 指定の場所以外で喫煙しないでください。 

  ④ 実習，実験等で火気を使用する場合は，その取扱い及び後始末は特に注意してくだ

さい。また，木造の施設を使用する場合も，火の後始末は十分に注意してください。 

  ⑤ 屋外での焚火はしないでください。 

 (2) 遺失，拾得物 

構内，教室等において，遺失，拾得したときは，速やかに工学部学生支援担当へ届け 

出てください。（小白川キャンパスでは、学生センター学生企画担当へ届け出てくださ 

い。） 

 

 



 (3) 盗難の予防 

学内で盗難が時々発生していますので教室内，研究室内，課外活動共用施設等におい

て被害のないよう，また，自転車等にも鍵をかけ忘れないよう十分気をつけて，盗難予

防には特に留意してください。 

 (4) 緊急時の連絡について 

地震，風水害，火災等の災害に被災した学生は，自分及び友人の安否，被災の程度に

ついて，速やかに工学部学生支援担当とアドバイザー教員へ連絡してください。 

緊急時連絡先（工学部警務員室）  

電話：0238-26-3027 

     平日日中連絡先（工学部学生支援担当）  

電話：0238-26-3017 ＦＡＸ：0238-26-3406 

       メールアドレス：kougakusei@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 

XV．願出・届出手続一覧 

１．願出事項 

種 別 
米沢キャンパスに 
おける担当窓口 期 日 備 考 

学 生 証 ① 掲  示 ４年間有効 

学生証再発行願 ① 事由発生の時  

休 学 願 ①   〃  

復 学 届 ①   〃  

退 学 願 ①   〃  

転 学 科 願 ② １月20日から１月末まで  

転 学 部 願 ②   〃  

在 学 証 明 書 ② 事由発生の時 自動発行機 

学業成績証明書 ②   〃   〃 

卒業見込証明書 ②   〃 〃 （卒業年次学生対象） 

健康診断証明書 ①   〃 〃  

卒 業 証 明 書 ② 事由発生の時  

成 績 証 明 書 ②   〃  

構内駐車許可申請書 ① 掲示により周知する  

サークル結成届 ① 事由発生の時  

授 業 料 免 除 願 ① 掲示により周知する  

授業料徴収猶予願 ①   〃  

入寮（退寮）願 ① 事由発生の時  

寄 宿 料 免 除 願 ①   〃  

蔵王山寮使用願 ① 使用開始日の１ケ月前から15日前 蔵王山寮使用細則参照 

借 用 願 ① 借用の前日まで  

学生旅客運賃割引証 ① 事由発生の時 自動発行機 

奨 学 生 願 書 ① 掲示により周知する  

 



２．届出事項 

種 別 
米沢キャンパスに 
おける担当窓口 

期 日 備 考 

連絡先等変更届 ① 事由発生の時  

改 姓 名 届 ① 事由発生の時から20日以内 戸籍抄本添付 

事 故 状 況 届 ① 事由発生の時  

サークル継続届 ① ４月末まで  

サークル役員変更届 ① 事由発生の時  

掲 示 届 ①   〃 掲示物を持参し許可を受ける 

学 外 研 修 届 ① 集会の前日まで 事前届出が必要 

工 学 部 施 設 外 
課 外 活 動 届 

① 事由発生の時   〃 

体育施設使用届 ①   〃 体育施設使用心得参照 

欠 席 届 ②   〃 授業を欠席する場合 

※ ①学生サポートセンター①窓口：工学部学生支援担当 

②学生サポートセンター②窓口：工学部教育支援担当 



米沢キャンパス体育施設使用心得 
  

 

１．授業時間外に体育施設を使用するときは，所定の使用願を工学部学生支援担当（学生サ

ポートセンター①窓口）に提出して許可を受けなければならない。 

２．体育施設の使用は，原則として８時30分から20時までとする。 

３．体育施設使用の場合の鍵の借用，返却は下表のとおり行うこと。 

屋内体育施設 
（体育館・ 
 武道館） 

月曜日～金曜日（休日を除く。） 
８：30～17：00 

学生支援担当 

上記以外 警務員室 

屋外体育施設 
（テニスコート・ 
グラウンド） 

月曜日～金曜日（休日を除く。） 
８：30～17：00 

学生支援担当 

上記以外 警務員室 

４．合宿，練習等のため長期間継続使用するときは，使用願にその計画書を添えて提出しな

ければならない。 

５．使用者は，使用の権利を譲渡したり又は第三者に使用させてはならない。 

６．体育施設での喫煙は厳禁とする。また，火災予防には使用者が万全を期すること。 

７．屋内体育施設内の土足は厳禁とする。 

８．テニスコート内は原則としてテニスシューズを着用すること。また，コート内に入ると  

きは，シューズ等に付着した泥や異物がコート内に入らないように注意すること。 

９．故意又は過失によって施設器具を破損したり紛失したときは，これを原形に復するか， 

あるいは弁償しなければならない。 

10．使用後は清掃，整頓（テニスコートはブラシでコート整備）を十分に行い，また，体育 

施設は確実に消灯し旋錠すること。 

11．テニスコートの夜間照明灯を使用するときは，「テニスコート夜間照明灯使用上の注意」 

を遵守すること。 

12．この「体育施設使用心得」を遵守しないときは，使用の許可を取り消すことがある。 

13．屋外体育施設（テニスコート・グラウンド）は，11月～３月まで使用禁止とする。（冬期

間閉鎖） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

テニスコート夜間照明灯使用上の注意 

 

 

１．夜間照明灯を使用するときは，専用カードを必要とするので所定の使用願を学生サポー

トセンター学生支援担当に提出し，許可を受けること。 

２．専用カードは，次のとおり学生サポートセンター学生支援担当で「テニスコート（夜間

照明灯）使用許可証」を提示して借り受けること。 

   ＊月曜日～金曜日 ９時～17時まで 

   ＊土・日曜日   金曜日（金曜日が休日の場合はその前日）の９時～17時まで 

   ＊休 日     前日（前日が土・日曜日又は休日の場合はその前日と繰り上げた 

日）の９時～17時まで 

３．照明装置盤の鍵の借用（許可証を提示）・返却は，次のとおり行うこと。 

   ＊月曜日～金曜日（休日を除く） ８時30分～17時00分まで：学生支援担当 

   上記以外                       ：警務員室 

４．夜間照明灯はそれぞれのコート別に点灯するので，照明装置盤の鍵を開け照明灯盤に専 

用カードを差し込み，申し込んだコートの選択スイッチを押し，照明装置盤を旋錠するこ 

と。 

５．使用者は専用カードを譲渡したり又は第三者に使用させてはならない。 

  なお，使用しなかった専用カードは速やかに学生サポートセンター学生支援担当へ返却 

すること。 

６．夜間照明灯は専用カード終了５分前又は19時55分に，終了予告警告灯が30秒程点灯し， 

専用カード終了又は20時になると自動的に消灯するので，その前に後片付けを済ませるこ

と。 

 なお，20分後に残置灯も消灯する。 

７．夜間照明灯を一度点灯させると，途中で消灯できないので注意すること。 

  また，消灯後すぐには再点灯しないので注意すること。 

８．故意又は過失によって施設，設備，専用カードを破損したり紛失したときは，これを原 

形に復するか，あるいは弁償しなければならない。 

９．テニスコートは，11月から翌年３月まで使用禁止とする。（冬期間閉鎖） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



山形大学工学部課外活動共用施設使用心得 
 
 

 山形大学工学部課外活動共用施設（以下「共用施設」という。）は，山形大学学生規程第６ 

条の規定により許可されたサークル（以下「公認サークル」という。）の課外活動を助成する 

ために設置したものです。 

 各公認サークルは，共用施設の使用に当たっては，設置の趣旨を踏まえ，下記の事項に留 

意の上使用願います。 

記 

１．使用の手続 

 ⑴ 共用施設の使用手続きは，学生サポートセンター学生支援担当において行う。 

 ⑵ 共用施設の使用を希望する公認サークルは，長期使用施設については毎年４月末日ま 

でに，短期使用施設については使用日の３日前までに，定められた使用願を学生サポー

トセンター学生支援担当に提出し許可を受けること。 

２．使用時間及び休業日 

 ⑴ 共用施設の使用時間は，８時30分から22時までとする。 

 ⑵ 共用施設の休業日は次のとおりとする。 

  ア．日曜日及び国民の祝日に関する法律で規定する休日 

  イ．12月28日から翌年１月４日まで 

 ⑶ 特別の理由があると認められる場合は，申し出により，使用時間の延長又は休業日の 

使用等を認めることがある。 

３．鍵の取扱い 

 ⑴ 共用施設の鍵の取扱い及び保管は，学生サポートセンター学生支援担当において行う。 

⑵ 鍵は，共用施設を使用する公認サークルの責任者が学生サポートセンター学生支援担

当に申し出，その都度借り受け，使用後は，当該責任者が旋錠の上直ちに返還すること。 

ただし，平日の17時以降，土・日曜日及び休業日の鍵の借り受け及び返還は警務員室

で行うこと。 

４．使用上の遵守事項 

 ⑴ 使用許可を受けた目的以外の使用及び転貸をしないこと。 

 ⑵ 許可された使用時間を厳守すること。 

 ⑶ 掲示その他これに類するものは，所定の場所にて行うこと。 

 ⑷ 使用後は，施設内の消灯，清掃及び整頓を行うこと。 

 ⑸ 火気の取扱い及び火災予防に十分注意すること。 

 ⑹ 施設内での飲酒及び宿泊をしないこと。 

 ⑺ 施設，設備を許可なく造作，加工及び移動しないこと。 

 

 



 ⑻ 施設の使用に当たっては，係員の指示に従うこと。 

 ⑼ 施設，設備の管理上の必要から，教職員の施設への立入りに協力すること。 

５．損害の弁償 

  共用施設を使用する者が，故意又は過失により施設・設備を損壊又は滅失したときは， 

その損害を弁償しなければならない。 

６．使用許可の取消し 

共用施設の使用を許可された者が，使用上の遵守事項等に違反したときは，その使用許 

可を取消すことがある。 

 

   附  則 

 この心得は，昭和60年３月１日から実施する。 

 



山形大学工学部構内交通規制に関する実施要領 
（昭和61年６月10日制定） 

 

１．この要領は，工学部構内における自動車の交通規制及び駐車について必要な事項を定め  

る。 

２．この要領において「自動車」とは，道路交通法（昭和35年６月25日法律105号）に規定す 

る自動車（自動二輪車を除く）をいう。 

３． 工学部の構内においては，許可された時間以外の時間及び所定の駐車場以外の場所には，  

一切駐車することを禁止するものとする。 

４．工学部の職員及び学生のうち，構内に駐車できる者は，次のいずれかに該当し，工学部 

長から許可を得た者とする。 

⑴ 通勤又は通学の距離が片道３km以上の者 

⑵ 身体障害者等の特別の理由がある者 

５．駐車の許可を得ようとする者は，所定の手続きにより，あらかじめ工学部長に申請書を 

提出し，許可を受けるものとする。 

６．交付された許可証は，運転席前面の位置で，外部から容易に識別できるように，必ず表 

示しなければならない。 

７． 駐車許可を受けていない者又は外来者等が臨時に駐車を必要とする場合は，入構の際に， 

警備員室に申し出て，その指示に従わなければならない。 

８．警備員等は，違反車の整理に当たるものとし，注意を与える等適切な措置を講ずるもの 

とする。 

９．構内における盗難及び事故あるいは駐車違反による損害等については，工学部は，一切 

 の責任を負わないものとする。 

10．この要領に関する事務は，工学部事務部において処理する。 

11．この要領に定めるもののほか，必要な事項は，工学部長が別に定める。 

   附  則 

 この要領は，昭和61年６月10日から施行し，昭和61年６月25日から適用する。 

   附  則 

 この要領は，平成７年４月18日から施行し，平成７年４月１日から適用する。 

   附  則 

 この要領は，平成11年１月25日から施行する。 

   附  則 

 この要領は，平成22年７月20日から施行する。 

   附  則 

 この要領は，平成23年７月19日から施行し，平成23年４月１日から適用する。 
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